
秩父市農業委員会委員候補者の推薦及び応募状況（４月７日現在）

年月 内容 名称 目的
代表者・管
理人の氏名

構成員数
構成員た
る資格

氏名 職業
年
齢
性
別

S51.6 荒川村農協入職

H23.6 ちちぶ農協常勤監事

S55.4 秩父市役所奉職

H29.4 秩父市保健センター

H31.4 秩父市荒川公民館

R6.4 中蒔田町会長

S44.4 秩父富士株式会社入社

S48.3 株式会社宝屋デパート入社

S51.4 丸正薬品入社

S63.10 秩父乳業株式会社入社

S52.4 秩父セメント入社

H10.10 太平洋セメント

H26.9 有隣興業入社

S47.3 秩父セメント入社

H23.7 秩父開発機構入社

H24.9 社会福祉法人秩父正峰会入社

S45.4 養蚕農業協同組合連合会

H7.10 ちちぶ農業協同組合入会

H23.6 ちちぶ農業協同組合理事

H29.7 秩父市農業委員

H25.3 長瀞中学校長定年退職

H29.4 上吉田東町会長

H30.4 ちちぶ吉田くるみの会設立

R5.7 秩父市農地利用最適化推進委員

R5.9 秩父市農政総合推進協議会委員

H20.3 埼玉県農業大学校卒業

H22.3 公立小学校教諭退職

候補者 推薦者

経歴（抜粋） 法人・団体推薦 個人 推薦・応募理由提
出
順

推
薦
／
応
募

氏
名

職
業

年
齢
性
別

農業
経営
の有
無

認定
農業
者等

農地利用最
適化推進委
員への推
薦・応募の

有無

1 応募 新井　一雄 農業 73 男 有 無

3年間農業委員として勉強させていただきながら精一杯務めさせていただきました。ちちぶ農
協（旧荒川村農協含む）で38年間、職員、役員（常勤監事）に従事しました。昨今の農業者の
大幅な減少、高齢化等により今後の農業に対し、危機感を覚え、農地についても耕作放棄地が
増え、荒れ放題、鳥獣害被害も甚大なものとなり、今後の大きな課題です。私は今、保護司10
年間、ちちぶ農協荒川直売所の部会長を拝命しております。宅地建物取引士、ファイナンシャ
ルプランナー。農協監査士の資格を保有していますので、これらを活かして地域農業の発展に
寄与したいと考えます。

2 推薦 風間　操 農業 69 男 有 〇 無

農事組合
法人
尾田蒔営
農

中山間地域の
農地の確保と
経営

組合長
豊田　辰
夫

150名
尾田蒔営
農理事

尾田蒔営農の理事として、当法人の経営に積極的に携わり、事業の推進に努力され
ている。一方、秩父市役所に奉職され、健康福祉部次長、病院事務局長を歴任し、
退職後は地元町会長に就任するなど、常に地域の中心となり、活躍されている。

3 応募 新井　明弘 無職 72 男 有 有

農地利用最適化推進委員を2期務めまして、農業委員の重要性を知り、農地利用最適
化推進委員の実務を生かして秩父市の農業に少しでも貢献したいためです。

4 推薦 内田　信之 農業 67 男 有 有
尾田蒔町
会長協議
会

尾田蒔地区内
の居住者の連
携、福祉の増
進を図り、地
域の発展に寄
与する

協議会長
黒澤　功

8名

尾田蒔地
区7町会
営・事務
方

地域農業の発展と担い手育成に尽力されてきた実績と見識を高く評価し、秩父市農
業委員として適任と認め、ここに推薦いたします。

5 推薦 内田　克明 介護職 72 男 有 有
尾田蒔町
会長協議
会

尾田蒔地区内
の居住者の連
携、福祉の増
進を図り、地
域の発展に寄
与する

協議会長
黒澤　功

8名

尾田蒔地
区7町会
営・事務
方

地域農業の発展と担い手育成に尽力されてきた実績と見識を高く評価し、秩父市農
業委員として適任と認め、ここに推薦いたします。

6 応募 新田　恭一 農業 75 男 有 〇 無

近年、地域の農地の荒廃が目立って増えている。農地として利用したいが、高齢に
より無理だとの声が多い。しかし、農家育ち農業機関に職し農業生産指導を行う者
としては、農地の遊休荒廃は見るに忍びない。野菜クラブに入会し、役員として活
動する中で初めて野菜作りをするという方が多くおります。（移住者含）この事か
ら、新規就農し、遊休農地を利用してはどうか相談会もしています。秩父の農業・
農地・農家を守る活動が出来る農業委員として農地の有効利用・遊休農地の解消と
新規就農者の育成に取り組めればと思い、応募しました。

7 推薦 髙田　忠一

農業及
びくる
み樹皮
製品等
の生
産・販
売

73 男 有 無 黒田　昭雄 農業 73 男

優れた見識と指導力を有し、公立中学校長定年後は、農業に従事しながら、町会長、副町会長
を10年以上務め、地域の信任を得ている。「ちちぶ吉田くるみの会」を設立し、地域融資を束
ね、地域の遊休農地で胡桃の木を栽培し、その胡桃樹皮を活用した高級籠バッグや花籠アクセ
サリー等を製造・販売し、地域活性化を推進している。埼玉県内外から、籠バッグづくり体験
者、胡桃樹皮購入者、胡桃栽培の見学訪問者が数多く訪れる。アメリカ、台湾、小笠原・母
島、北海道、奄美、岐阜、愛知、長野、静岡、栃木などからの体験者もいる。様々な地域活
動・職歴から地域情報にも精通し、秩父の農業振興に寄与する人材であると確信し、農業委員
に推薦します。

8 推薦 石橋　忠 農業 52 男 有 〇 無
農事組合
法人
大田営農

中山間地域の
農地の確保と
経営

組合長
冨田　幸
夫

197名
大田営農
理事

（応募理由）高齢化により減少する耕作者と遊休農地を減らし、地域の農地を守っ
ていきたいため。
（推薦理由）農事組合法人大田営農の理事として、また機械部会のオペレーターで
活動している。大田地区にとどまらず、周辺地域にも活動範囲を広げていくことを
期待しています。

9 応募 黒田　昭雄 無職 73 男 有 無

令和5年から秩父市農業委員を拝命。秩父市農業委員として農地利用最適化推進委員
と連携して、秩父市の農地の有効利用、農業の担い手の育成、少子高齢化、過疎地
域ならではの課題に取り組んできました。今後は農地の適正利用、農地の確保等、
関係者と協力して秩父市の農業振興に寄与したいと思い、農業委員に応募しまし
た。


